
　ごてんばこしひかりの給食を食べる会が御殿場南小学校で行われました。当

日の献立は、肉みそおでん、水かけ菜のふりかけ、牛乳、みかん！児童らは新

米のごてんばこしひかりをおいしそうに頬張っていました。（11 月 14 日撮影）

平成24年度からの個人住民税の特別徴収………… 2・3
第２次御殿場市地域福祉計画を策定しました……… 4・5
使用済蛍光管のリサイクルが始まります………………… 6
年末の交通安全県民運動を実施します………………… 7
年末年始の暮らしのガイド…………………………… 8・9
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たのしく♪おいしい♪
地産地消♪

※ ＱＲコードを読
み取ると、　市携帯
サイトがご覧にな
れます。
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平
成
24
年
度
か
ら
、
該
当
す
る
全
て
の
事
業
所
で

　
　
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
を
実
施
し
て
い
た
だ
き
ま
す

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

　　

静
岡
県
と
県
内
市
町
で
は
、
平
成
24
年
度
（
平
成
24
年
１
月

給
与
支
払
報
告
書
提
出
分
）
か
ら
、
法
律
遵
守
と
納
税
の
公
平

化
を
図
る
た
め
、
法
定
要
件
に
該
当
す
る
全
て
の
事
業
主
に
個

人
住
民
税
（
市
町
村
民
税
＋
県
民
税
）
を
「
特
別
徴
収
（
給
与

天
引
）」
で
納
入
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
（
下
田
財
務
事
務
所
管
内
は
平
成
23
年
度
か
ら
実
施
）。

　

こ
れ
に
よ
り
、
所
得
税
の
源
泉
徴
収
義
務
の
あ
る
事
業
所
は
、

原
則
と
し
て
個
人
住
民
税
も
全
て
特
別
徴
収
義
務
者
と
し
て
特

別
徴
収
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
年
の
途
中
や
平
成
24
年
度
よ
り
前
に
特
別
徴
収
に
切

り
替
え
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
希
望
す
る
事
業
所
は
、
担
当
課

ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
事
業
主
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
課
税
課
☎
（
82
）
４
１
２
９

　

年
税
額
を
年
４
回
（
原
則
と
し

て
、
６
・
８
・
10
・
翌
年
１
月
）

に
分
け
て
、
納
付
書
ま
た
は
口

座
振
替
に
よ
り
ご
自
分
で
納
付

す
る
方
法
で
す
。

 

納
税
の
方
法
は
？

　

各
市
町
か
ら
５
月
中
旬
に
特

別
徴
収
義
務
者
へ
当
該
年
度
の

個
人
住
民
税
に
関
す
る
特
別
徴

収
税
額
の
通
知
書
が
送
付
さ
れ

ま
す
。
特
別
徴
収
義
務
者
は
、

従
業
員
の
課
税
月
割
額
を
確
認

し
、
第
１
回
目
の
６
月
支
給
分

か
ら
翌
年
５
月
支
給
分
の
給
与

な
ど
か
ら
毎
月
徴
収
し
、
徴
収

月
の
翌
月
10
日
ま
で
に
金
融
機

関
な
ど
か
ら
各
市
町
に
納
付
し

ま
す
。

　

納
付
方
法
は
、
納
付
書
払
い

か
電
信
に
よ
る
振
込
み
か
ら
選

択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

対
象
と
な
る
事
業
所
は
？

　　

従
業
員
が
３
人
以
上
の
事
業

所
が
特
別
徴
収
義
務
者
の
対
象

と
な
り
ま
す
。
対
象
に
な
る
と
、

事
業
所
と
し
て
普
通
徴
収
を
選

択
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

　

新
た
に
対
象
と
な
る
事
業
所

に
は
、
平
成
23
年
10
月
に
特
別

徴
収
義
務
者
指
定
予
告
通
知
を

発
送
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
平

成
24
年
５
月
に
特
別
徴
収
義
務

者
指
定
通
知
及
び
税
額
通
知
書

を
送
付
す
る
予

定
で
す
。

 

対
象
と
な
る
人
は
？

　　

前
年
中
（
１
月
１
日
～
12
月

31
日
ま
で
の
間
）
に
課
税
対
象

所
得
が
あ
り
、
当
該
年
度
に
個

人
住
民
税
の
課
税
が
発
生
す
る

人
で
、
当
該
年
度
の
４
月
１
日

現
在
に
お
い
て
特
別
徴
収
義
務

者
か
ら
給
与
の
支
払
い
を
受
け

て
い
る
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
普
通

徴
収
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　 

特
別
徴
収
と
は
？

　
「
特
別
徴
収
」
と
は
、
事
業

所
が
「
特
別
徴
収
義
務
者
」
と

し
て
、
従
業
員
に
課
税
さ
れ
た

個
人
住
民
税
を
６
月
か
ら
翌
年

５
月
ま
で
毎
月
の
給
与
か
ら
徴

収
し
、
各
市
町
に
納
付
す
る
方

法
で
す
。

　

一
方
、「
普
通
徴
収
」
と
は
、

特
別
徴
収
に
該
当
し
な
い
人
が
、

個人住民税の特別徴収制度の概要

従
　
業
　
員

事
業
所
な
ど

市
　
町
　
村

◎
地
方
税
法
第
３
２
１
条
の
４
に
よ
り
、
所
得
税
の
源
泉

徴
収
義
務
の
あ
る
人
は
、
個
人
住
民
税
に
つ
い
て
も
特
別

徴
収
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
普
通
徴
収
に
で
き
る
人
）

①
他
の
事
業
所
で
特
別
徴
収
さ

れ
て
い
る

②
給
与
か
ら
税
額
が
引
き
き
れ

な
い

③
給
与
の
支
払
い
が
不
定
期

④
事
業
専
従
者

⑤
退
職
者
ま
た
は
退
職
予
定
者

⑥
乙
欄
該
当
者

　

ま
た
、
勤
務
形
態
が
パ
ー
ト
、

ア
ル
バ
イ
ト
、
非
常
勤
な
ど
の

人
で
も
、
こ
れ
ら
の
理
由
に
あ

て
は
ま
ら
な
い
場
合
に
は
、
特

別
徴
収
の
扱
い
に
な
り
ま
す
。

　 

メ
リ
ッ
ト
は
？

　

特
別
徴
収
は
、
普
通
徴
収
に

比
べ
て
分
割
回
数
が
多
く
な
る

た
め
１
回
当
た
り
の
住
民
税
の

支
払
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
納
税
義
務
者
で
あ
る
従

業
員
の
人
が
納
期
限
を
気
に
す

る
こ
と
や
、
う
っ
か
り
納
め
忘

れ
て
し
ま
う
心
配
も
あ
り
ま
せ

ん
。
個
人
住
民
税
の
納
税
額
は
、

前
も
っ
て
決
め
ら
れ
て
い
る
た

め
、
事
業
所
は
税
額
計
算
を
行

う
必
要
が
な
く
、
所
得
税
の
よ

う
に
年
末
調
整
を
行
う
手
間
も

あ
り
ま
せ
ん
。

①給与支払報告書の提出

③特別徴収税額の周知

⑤個人住民税の納入
④給与等支払い時に
　個人住民税を徴収

②「特別徴収税額通知」の送付
　  （特別徴収義務者の指定）

◎
納
税
の
例

「
年
税
額
を
５
０
、０
０
０
円
」

と
す
る
と
、
１
回
の
納
税
額
は

次
の
と
お
り
に
な
り
ま
す
。 

特別徴収（６月～翌年５月）

７月～翌年５月

4,100 円

12 回払い

６月

4,900 円

普通徴収（１期～４期）

２期～４期

12,000 円

４回払い

1 期

14,000 円

年税額

50,000 円

★
特
別
徴
収
に
つ
い
て
の
詳
し

い
情
報
は
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

静岡県　個人住民税特別徴収制度

税
制
改
正
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

◎
扶
養
控
除
の
見
直
し

　

控
除
対
象
と
な
る
扶
養
親
族
が
左
記
の
よ
う
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

①
年
齢
16
歳
未
満
の
扶
養
親
族
（
年
少
扶
養
親
族
）
に
対
す
る
扶
養

控
除
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

②
年
齢
16
歳
以
上
19
歳
未
満
の
人
の
扶
養
控
除
の
上
乗
せ
部
分

（
12
万
円
）
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

適
用
時
期
／
住
民
税
は
平
成
24
年
度
か
ら
、
所
得
税
は
平
成
23
年
１

月
１
日
か
ら
適
用
。

控除額

年少扶養親族

～ 15 歳 19 歳～ 22 歳 23 歳　　   　～　   　　69 歳 70 歳～

  33 万円
《38 万円》

  12 万円
《25 万円》

  33 万円
《38 万円》

  33 万円
《38 万円》

  38 万円
《48 万円》

   7 万円
《10 万円》

  45 万円
《63 万円》

上乗せ部分

特定扶養親族

老人扶養親族

同居老親等加算

  一般の
控除対象
扶養親族

一般の控除対象扶養親族

年齢

控除対象扶養親族

【廃止】

【廃止】

扶　養　親　族

　　　  内は住民税の控除額

《　　》内は所得税の控除額

検索

16 歳～ 18 歳
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 計画の位置付け 第３次御殿場市総合計画基本構想

男女共同参画計画・
第３次レインボー
プラン御殿場 21

　

市
で
は
社
会
福
祉
法
に
基
づ
き
、
平
成
18
年
に
「
第
１
次

御
殿
場
市
地
域
福
祉
計
画
」
を
策
定
し
、
地
域
福
祉
に
関
連

す
る
施
策
を
具
体
化
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
取
り
組
み
の

方
向
性
や
基
本
的
な
考
え
、
今
後
施
策
を
展
開
す
る
上
で
の

基
本
事
項
を
定
め
、
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
近
年
、
高
齢
者
の
孤
独
死
や
子
育
て
に
悩
む
保

護
者
の
孤
立
・
引
き
こ
も
り
・
虐
待
・
自
殺
者
の
増
加
等
が

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
更
に
東
海
地
震
発
生
も
予
測

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
第
１
次
計
画
の
評
価
・
見
直
し
を

行
い
、
市
民
や
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
主
体
が
自
分
の
地

域
に
関
心
を
持
ち
、
互
い
に
助
け
合
い
、
支
え
合
う
関
係
づ

く
り
を
進
め
、「
誰
も
が
安
心
し
て
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
、「
第
２
次
御
殿
場
市
地
域
福
祉

計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

今
後
ま
す
ま
す
複
雑
多
様
化
す
る
社
会
問
題
や
生
活
上
の

諸
問
題
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
地
域

の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
地
域
福
祉
向
上
に
関
心
を

持
っ
て
活
動
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

社
会
福
祉
課
☎(

82)

４
１
３
６

第
２
次
御
殿
場
市
地
域
福
祉
計
画

（
平
成
23
～
27
年
度
）
を

策
定
し
ま
し
た

地域福祉計画

　　　　　　　　　　○地域の良好なコミュニケーションづくり

　　　　　　　　　　○安全・安心で元気な地域づくり

　　　　　　　　　　○福祉サービスの充実

第５次高齢者福祉
計画・第４期介護
保険事業計画

第３次障害者計画・
第４次健康増進計画

次世代育成支援対
策行動計画　後期

第３次地域福祉
活動計画
（社会福祉協議
会による計画）

公　共　的　サ　ー　ビ　ス

地域住民等の参加（参加・評価）（地域福祉活動の担い手）

 計画の基本理念

 計画の視点

　基本目標１　　地域の良好なコミュニケーションづくり

　市民同士のコミュニケーションが円滑に図られ、良好な地域社会が形成できるようにし、各種団体

の活動を更に活発にし、次世代を担う人材を地域で育てていくよう努めます。

　基本目標２　　安全・安心で元気な地域づくり

　自治会を中心とし、地域福祉推進委員や民生委員児童委員などとともに、市民自らが地域福祉の主

体となって、支え合い・助け合いの活動を進められるようにします。

　基本目標３　　福祉サービスの充実

　関係機関や団体等と連携し、身近な所での気軽な相談から専門的な相談まで、ニーズに対応した情

報提供や相談体制を構築し、支援を必要とする人が適切にサービスを利用できるようにします。

⑴あいさつから始める地域づくり
○家族間での話し合いの機会を増やしましょう。
○あいさつや声掛けをしましょう。
○感謝の気持ちを素直に表現しましょう。
○地域の人が交流できる機会をつくりましょう。

⑶地域福祉の担い手づくり
○地域福祉活動の人材育成のための講座等に積極的に
　参加しましょう。
○福祉の心を育てるため、福祉に関する学習や体験の
　場を設けましょう。

⑴支え合い・助け合いの地域づくり
○福祉に関する地域の問題に関心を持ち、福祉に対す
　る意識を高めましょう。
○隣近所との付き合いを大切にし、困ったことがあれ
　ば気軽に相談できるようにしましょう。
○ふれあいサロンや子育てサロンなどに積極的に参加
　しましょう。

⑵災害や緊急時に強い地域づくり
○日頃から地域の人に声掛けをし、近くにいる人や、
　一人で移動することのできない人を把握し、緊急時
　や災害時に逃げ遅れた人がいたとき、すぐに救助に
　向かえるようにしましょう。
○自分たちで地域を守る意識を高めましょう。
○地域内で危険個所が記載された安全マップなどを作
　成しましょう。

⑴情報提供の充実と相談機能の強化
○福祉の各種制度への関心を高めましょう。
○広報紙や回覧板などを確認しましょう。
○身近に困っている人がいれば、民生委員児童委員や
　相談窓口へ連絡しましょう。

⑵福祉サービスの質の向上
○利用者のニーズを、福祉サービス提供事業者や行政
　等へ連絡しましょう。
○福祉サービス提供事業者は、利用者の声に耳を傾け、
　利用者主体のサービス提供に努めましょう。
○地域で支援を行っている人や支援機関と行政との連
　携を図りましょう。

⑵地域活動の充実
○地域活動や地域のイベントに積極的に参加しましょう。
○気軽に参加できるイベントなどを実施しましょう。
○組織・団体の役割を分担しましょう。
○退職後、スムーズに地域の活動に参加できる環境づ
　くりをしましょう。

⑷ボランティア・ＮＰＯの活動支援
○ボランティアに積極的に参加しましょう。
○地域でどのようなボランティアが必要なのかを把握
　しましょう。
○必要なボランティアをボランティア団体に要請しま
　しょう。

　誰もが住み慣れた地域で、安心して、いきいき暮らせるまち

　⑴生活課題の解決等への市民等の積極的な参加
　⑵利用者主体のサービスの実現
　⑶サービスの総合化の確立
　⑷生活関連分野との連携

⬆ ⬆⬆⬆

⬆

⬇

⬅➡

第
２
次
御
殿
場
市
地
域
福
祉
計
画

（
平
成
23
～
27
年
度
）
を

策
定
し
ま
し
た

※詳しくは、市ホームページでもご覧いただけます。 御殿場市　地域福祉計画 検索

市民の取り組み、地域の取り組みの一例です。できることから実践しましょう。
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店舗名・公共施設名 地　区

1 エイデン御殿場店 原　里

2 エコハウス御殿場 原　里

3 エスポット御殿場店 原　里

4 マックスバリュ原里店 原　里
5 マックスバリュ東田中店 御殿場
6 マックスバリュ新橋店 御殿場

7 市役所 御殿場

8 原里支所 原　里

9 玉穂支所 玉　穂

10 印野支所 印　野

11 高根支所 高　根

12 富士岡支所 富士岡

　御殿場市の指定ごみ袋は、作製・引換券等を含めて約 4,100 万円（平成 22 年度）
の費用が掛かっています。
　市民の皆さんには一定数の引換券をお渡しし、無料で指定ごみ袋と交換していただ
いていますが、そのごみ袋に関わる費用には税金が使われています。
　指定ごみ袋は年間約 370 万枚交換されています。交換枚数が減ると作製費用やご
み処理費用の削減につながります。市民の皆さんにはこの費用を抑えるため、ごみの
排出回数を減らすこと（資源になるものは資源ごみで排出するごみの分別、生ごみの
水切りを徹底する等）や、必要以上のごみ袋を交換しない等のご協力をお願いします。
　現在市では、９月に実施した御殿場型事業仕分けの結果を受け、指定ごみ袋方式等
について、同じ施設で可燃ごみを処理している小山町と調整しながら最善の方法を検
討しています。　
※資源ごみの例：白色トレイ・ペットボトル・小さな紙類（メモ用紙・お菓子の紙箱等）

《
注
意
！
》

①
回
収
対
象
は
家
庭
か
ら
出
た
も
の

　

に
限
り
ま
す
。

②
事
業
所
か
ら
出
た
も
の
は
、
回
収

　

対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
収
集
業

　

者
へ
委
託
等
を
し
、
適
正
な
処
理

　

を
お
願
い
し
ま
す
。

③
割
れ
た
も
の
は
ご
み
と
し
て
今
ま

　

で
と
同
様
指
定
ご
み
袋
（
不
燃
ご

　

み
）
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

　

粗
大
廃
棄
物
処
理
場
へ
直
接
搬
入

　

す
る
場
合
も
今
ま
で
と
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様
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物
処
理
手
数
料
を
い
た
だ
き
ま
す
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④
閉
店
時
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放
置
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
（
不

　

法
投
棄
と
し
て
罰
せ
ら
れ
ま
す
）

　家庭から出た使用済蛍光管をリサイクルするため、12 月か

ら下記市内 12 カ所の協力店舗及び支所等で拠点回収を開始し

ます。回収された使用済蛍光管は、金属やガラスの材料として

リサイクルされます。

　　　　　　　　　　　　　　環境課　☎ (83)1610

リ
サ
イ
ク
ル
が
始
ま
り
ま
す

指定ごみ袋に関わる費用が約4,100万円掛かっています！

回収場所回収対象

家庭から
出た

電球型蛍光灯
白熱球等、蛍光管以外
のものは入れないでく
ださい。

環型蛍光灯

直管型蛍光灯
４０Ｗまでのもの
(120㎝以内のもの）

▲御殿場市の指定ごみ袋

6

回
収
拠
点
に
設
置
さ
れ
る

「
回
収
ボ
ッ
ク
ス
」

※

7

 

子
ど
も
と
高
齢
者
の
　
　

　
　
　
　
交
通
事
故
防
止

　

市
内
で
は
、
昨
年
同
時
期
に

比
べ
、
交
通
弱
者
で
あ
る
子
ど

も
と
高
齢
者
が
関
係
す
る
交
通

事
故
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
歩

行
者
に
対
す
る
思
い
や
り
の
あ

る
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、

高
齢
運
転
者
標
識
を
使
用
し
、

歩
行
者
も
、

周
り
に
注

意
を
払
い
、

安
全
を
よ

く
確
か
め

ま
し
ょ
う
。

 

夕
暮
れ
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夜
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通
事
故
防
止

　

夕
暮
れ
か
ら
夜
間
に
か
け
て
、

交
通
事
故
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生
し
や
す
く
な

り
ま
す
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歩
行
者
は
明
る
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服

装
と
反
射
材
の
着
用
、
車
も
早

め
の
ラ
イ
ト
点
灯
と
上
向
き
ラ

イ
ト
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
『
見
る
こ
と
』『
見
ら
れ
る
こ

と
』
が
、
交
通
安
全
の
第
一
歩

で
す
。

 

飲
酒
運
転
の
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絶

　

飲
酒
運
転
の
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性
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性
、
交
通
事
故
の
悲
惨
さ
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え
て
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革
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め
て
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ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、「
自
転
車
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含
め
て

飲
酒
運
転
は
絶
対
に
し
な
い
、

さ
せ
な
い
」
を
社
会
全
体
で
呼

び
掛
け
、
運
転
者
へ
の
酒
類
提

供
禁
止
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徹
底
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
し
ま
し
ょ
う
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交
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ま
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く
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た

め
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交
通
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ス
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募
集
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通
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業
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い
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募
集
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門
／
一
般
の
部
、
小
学

生
の
部(

小
学
校
５
年
生)　

テ
ー
マ
／
○
交
通
事
故
の
防
止

及
び
交
通
違
反
の
抑
止
を
呼
び

掛
け
る
も
の
。

○
交
通
マ
ナ
ー
向
上
を
呼
び
掛

け
る
も
の
。

※
作
品
は
、
本
人
の
創
意
で
未

発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

応
募
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格
／
市
民
ま
た
は
市
内

に
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人

応
募
件
数
／
１
人
２
点
ま
で

 

車
も
自
転
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法
令
遵
守
の
徹
底
　

　
　
　（
御
殿
場
市
重
点
）

　

こ
れ
か
ら
年
末
の
慌
た
だ
し

い
時
期
に
入
り
、
気
持
ち
が
急

い
で
し
ま
う
こ
と
が
多
く
な
り

ま
す
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誰
も
が
良
い
年
を
迎
え
る
た

め
に
、
改
め
て
交
通
ル
ー
ル
を

確
認
し
、
車
も
自
転
車
も
法
令

を
遵
守
し
ま
し
ょ
う
。

賞
／
一
般
の
部
と
小
学
生
の
部

の
そ
れ
ぞ
れ
優
秀
賞
１
点
、
佳

作
４
点
に
賞
状
と
副
賞
を
、
応

募
者
全
員
に
参
加
賞
（
交
通
安

全
用
品
）
を
差
し
上
げ
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／

12
月
15
日
㈭
か
ら
平
成
24
年
１

月
13
日
㈮
（
当
日
消
印
有
効
）

ま
で
に
、
は
が
き
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
、
ス
ロ
ー

ガ
ン
と
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
を
記
入
し
て
、
〒
４
１
２
‐

８
６
０
１　

く
ら
し
の
安
全
課

☎(

82)

４
１
２
３
、
℻(

82)

４
３
３
３
、　 seikatsu@

city.
gotem

ba.shizuoka.jp

へ

　12 月 15 日㈭から 31 日㈯まで年末の交通安全県民運動が
実施されます。冬は路面の凍結、積雪等によりスリップ事故
が多く発生します。道路を利用する全ての人が、交通ルール
とマナーを守り、明るい新年を迎えましょう。

くらしの安全課☎ (82)4123

年末の交通安全県民運動を実施します

第
19
回
交
通
安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

年末の交通安全県民運動を実施します

　12 月 15 日㈭から 31 日㈯まで年末の交通安全県民運動が
実施されます。冬は路面の凍結、積雪等によりスリップ事故
が多く発生します。道路を利用する全ての人が、交通ルール
とマナーを守り、明るい新年を迎えましょう。

くらしの安全課☎ (82)4123
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24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4
電話番号 備　　　　　考

㈯ ㈰ ㈪ ㈫ ㈬ ㈭ ㈮ ㈯ ㈰ ㈪ ㈫ ㈬
市 役 所 休 休 ○ ○ ○ 休 休 休 休 休 休 ○ (83)1212 夜間・休日案内の電話番号です。
市 民 課 の 窓 口
（支所・駅前サービスセンターを含む）

休 休 ○ ○ ○ 休 休 休 休 休 休 ○ (82)4120 休み中の死亡届など戸籍の届けは、市役所地下１階の守衛室で受け付けます。
水 道 業 務 休 休 ○ ○ ○ 休 休 休 休 休 休 ○ (82)4627 工事当番店は別表のとおりです。
ご み 収 集 業 務 休 休 ○ ○ ○ ○ ○ 休 休 休 休 ○ (88)0530 12/29㈭・30㈮は可燃ごみを回収します。

粗 大 廃 棄 物 処 理 場 ○ ○ ○ ○ ○ 休 休 休 休 休 休 ○ (88)4153
12/24 ㈯・25 ㈰は年末特別受け入れ
を行います。受入時間は、午前９時～
11 時 30 分、午後１時～３時 30 分。

Ｒ Ｄ Ｆ セ ン タ ー △ 休 ○ ○ ○ △ △ 休 休 休 休 ○ (76)6200 △は午前８時 30 分から 11 時 45 分まで受け入れます。
衛 生 セ ン タ ー 休 休 ○ ○ ○ 休 休 休 休 休 休 ○ (82)1991

斎 場 ○ ○ ○ 休 ○ ○ ○ ○ 休 休 ○ ○ (89)0949 火葬などの予約は 12/29 ㈭～ 1/3 ㈫までの間、日直☎ (83)1212 へ。

市 民 会 館 ○ ○ 休 ○ ○ 休 休 休 休 休 休 ○ (83)8000
大・小ホールの予定です。会議棟は耐
震工事中のため１/ ４㈬から利用を再
開します。

市 体 育 館 ○ ○ ○ ○ ○ 休 休 休 休 休 休 ○ (89)5555

陸 上 競 技 場 ○ ○ ○ ○ ○ 休 休 休 休 休 休 ○ (88)1428 1/1 ㈰は市民元旦マラソンを開催します。

図 書 館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 休 休 休 休 ○ (82)0391 休館日の本の返却はブックポストをご利用ください。
ふ れ あ い プ ー ル 玉 穂 ○ ○ ○ ○ 休 休 休 休 休 休 休 休 (80)1515 1/5 ㈭から営業開始します。
温 泉 会 館 ○ ○ 休 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ (83)3303
富 士 山 樹 空 の 森 ○ ○ ○ 休 ○ ○ 休 休 ○ ○ ○ ○ (80)3776

乙 女 森 林 公 園 ○ △ 休 ○ ○ ○ △ 休 休 △ 休 ○ (82)7870 △は翌日が休業のため宿泊ができません。

市 民 交 流 セ ン タ ー ○ ○ ○ ○ 休 休 休 休 休 休 休 ○ (70)6800 デイサービスは12/30㈮まで営業します。
子 ど も 家 庭 セ ン タ ー ○ ○ ○ ○ 休 休 休 休 休 休 休 ○ (70)6821
社 会 福 祉 協 議 会 ○ ○ ○ ○ ○ 休 休 休 休 休 休 ○ (70)6801
シルバー人材センター 休 休 ○ ○ ○ 休 休 休 休 休 休 ○ (89)9661
秩 父 宮 記 念 公 園 ○ ○ ○ ○ ○ 休 休 休 休 ○ ○ ○ (82)5110
東 山 旧 岸 邸 ○ ○ ○ 休 ○ 休 休 休 休 休 休 ○ (83)0747
イ ベ ン ト ホ ー ル BE-ONE ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 休 休 ○ ○ ○ (84)5245

　12 月 28 日㈬の午後６時から、年明
けの 1 月 4 日㈬の午前８時まで連続
して診療を行います。
　なお、初診、再診にかかわらず保険
証を必ずお持ちください。

　受付時間は午前９時から午後３時ま
での間となります。ご注意ください。
　保険証を必ずお持ちください。
※診療は応急処置を必要とする、初診
の人に限ります。
　次回からは掛かり付けの歯科医院で
治療してください。

月　日 業 務 時 間 月 日 業 務 時 間
12 月 29 日㈭ 終 日 １月１日㈰ 終 日

30 日㈮ 終 日 ２日㈪ 終 日
31 日㈯ 終 日 ３日㈫ 終 日

４日㈬ 午前 8時まで

月　日 歯 科 医 院 名 所在地 電 話 番 号
12 月 29 日㈭ 三 浦 歯 科 医 院 御殿場市神山 833-1 (87)5151

30 日㈮ 村 井 歯 科 医 院 小山町吉久保 447-3 (76)5500
31 日㈯ 矢 後 歯 科 医 院 御殿場市萩原 73-1 (84)1070

1 月１日㈰ ヤナカ歯科医院 〃 神山 1110-16 (87)0022
2 日㈪ 渡 辺 歯 科 医 院 〃 二枚橋 297-1 (83)7611
３日㈫ 二枚橋歯科医院 〃 二枚橋 230 (81)4618

◎ごみの収集
◆廃棄物管理事務所☎ (88)0530
　年末年始の可燃ごみの収集は、年末は 12 月 30 日㈮
まで、不燃ごみと資源ごみは 12 月 28 日㈬まで、年始
は１月４日㈬からです。
※ 12 月 23 日㈮の祝日は、可燃ごみ・不燃ごみ・資源
ごみの該当地区の収集を実施します。
　年末年始はごみ量が増加するため、収集が遅れる場合
がありますのでご承知ください。

◎可燃ごみの自己搬入
◆御殿場・小山ＲＤＦセンター☎ (76)6200
　年末の可燃ごみの受け入れは、12 月 28 日㈬まで、年
始は１月４日㈬から平常どおり搬入できます。
　年末の特別受け入れは、12 月 23 日㈮・29 日㈭・30
日㈮の午前に行います。
※特別受け入れ日の搬入時間は午前８時 30 分～ 11 時
45 分までとなります。
搬入日／祝日を除く毎週月曜日から土曜日まで行ってい
ます。
※処理料金は、10㎏当たり 100 円です。
搬入時間／午前の部…午前８時 30 分～正午
　　　　　午後の部…午後１時～４時 30 分
　　　　　※土曜日は午前８時 30 分～ 11 時 45 分

～自己搬入時注意事項～
○自己搬入する場合は、搬入ごみが走行中に飛散しない
ようシートなどで覆ってください。
○不燃ごみが混入しているものや 50㎝以上の粗大ごみ
の搬入はできません。

◎粗大ごみ・不燃ごみの自己搬入
◆粗大廃棄物処理場☎ (88)4153
　年末の粗大ごみと不燃ごみの受け入れは、12 月 28 日
㈬まで、平常どおり行います。年末特別受け入れは 12
月 24 日㈯・25 日㈰に行います。年始の受け入れは１月
４日㈬からです。
※年末は大変混み合いますので、早めにご利用ください。
搬入日／受入業務は、祝日を除く毎週月曜日から金曜日
まで行っています。
※処理料金は、10㎏当たり 200 円です。
粗大ごみの種類によって加算金が発生します。
搬入時間／午前の部…午前９時～ 11 時 30 分
　　　　　午後の部…午後１時～３時 30 分
注意／御殿場市ごみ分別マニュアルの 17・18 ページに
掲載の処理困難物及びテレビ・エアコン・冷蔵庫（冷凍
庫）・洗濯機・衣類乾燥機の家電５品目とパソコン、指
定袋で集積所に出す事ができる可燃ごみの搬入はできま
せん。
　また車に積み込む時は、可燃性粗大ごみ・不燃性粗大
ごみ・不燃ごみを確実に分別してください。
※分別が不十分な場合は、搬入時に分別していただく場
合があります。

月　日 工 事 店 名 所 在 地 電 話 番 号 月　日 工 事 店 名 所 在 地 電 話 番 号

12 月 29 日㈭ ム ト ウ 管 工 保土沢 360 (89)0722 １月１日㈰ 内 田 設 備 北久原 261 (89)8241
㈲ 岩 橋 設 備 茱萸沢 1328 (82)0568 ㈲ 勝 又 鉄 工 所 神山 1776-1 (87)0027

30 日㈮ 長 田 工 業 設 備 東山 335 (83)5263 ２日㈪ 大 和 建 設 ㈱ 駒門 318-4 (87)3060
㈲ 小 松 設 備 神山 506-5 (87)1383 ㈱ 渡 辺 工 事 部 二枚橋 298-2 (82)1986

31 日㈯ ㈲ 仲 嶋 設 備 新橋 883-21 (83)0735 ３日㈫
㈱遠藤管工設備
御 殿 場 営 業 所 川島田 928 (83)9131

朋 友 設 備 ㈲ 川柳 38-1 (88)0145 ㈲ 平 川 設 備 御殿場 510 (83)1997

150ｍ

1,500ｍ

粗大廃棄物処理場の案内図

年末年始の 暮らしのガイド2011 ➡ 2012
年末年始のごみの受け入れなど

年末年始の水道工事当番店　　　水道工務課☎ (82)4627
年末年始の救急歯科当番医　　　救急医療課☎ (83)1111

年末年始の救急医療センター業務　　　救急医療課☎ (83)1111

年末年始の窓口業務　　　総務課☎ (82)4320
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　明るく住みよい地域社会づくりのために、各分野
で功績のあった次の４人の皆さんに「地域社会貢献
褒賞」が贈られました。
芹沢　保男さん（自治活動・森之腰区）
塚本　幸

ゆき

子
こ

さん（社会福祉活動・中畑東区）
土屋　信子さん（社会福祉活動・川柳区）
鈴木　恒夫さん（スポーツ活動・沼田区）

　プロレーサー中嶋一貴選手が富士岡小を訪問し特別
授業を開きました。
　プロレーサーと本物のＧＴカーに児童たちは大興
奮。児童たちが中嶋選手やエンジニアの仕事について
インタビューしたり、ＧＴカーと普通車の違いについ
て直接車に触れ実感していました。
　またＧＴカーのエンジンもテスト始動し、轟

ごう

音が胸
に響き、児童たちはその迫力に圧倒されていました。
　その後、給食を一緒に食べるなどし、児童たちにとっ
て大変貴重な体験になりました。

11/2　本物の迫力に大興奮！

11/17 　地域社会貢献褒賞授与式

11/14　福島県相馬市へ２回目の物資支援
　東日本大震災の被災地、福島県相馬市へ第２回目となる
物資の支援が行われました。本格的な冬を目前に、相馬市
からの要請に応えたものです。支援した物資は、毛布 3,190
枚。 こ の 毛 布 は、 本 年 3 月、
市民の皆さんから寄せられ、
冬季に備えて保管されていた
ものです。
　 毛 布 を 満 載 し た ２ 台 の ト
レーラーは、関係者の見守る
中、相馬市へと出発しました。

▲ＧＴカーを前に集合写真

10

避
難
時
に
お
け
る
非
常
持
ち
出
し
品

　

被
災
者
等
に
よ
っ
て
検
討
さ
れ
た

避
難
時
に
す
ぐ
に
持
ち
出
す
べ
き
必

要
最
小
限
の
備
え
で
す
。
被
災
時･

非
常
時
の
最
初
の
一
日
間
を
し
の
ぐ

た
め
の
品
目
と
認
識
し
ま
し
ょ
う
。

①
非
常
持
ち
出
し
袋

②
缶
入
り
乾
パ
ン

③
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
入
り
飲
料
水

④
懐
中
電
灯

⑤
ロ
ウ
ソ
ク

⑥
ラ
イ
タ
ー

⑦
携
帯
ラ
ジ
オ

⑧
万
能
は
さ
み

⑨
軍
手･

手
袋

⑩
ロ
ー
プ

⑪
救
急
医
療
品

⑫
常
備
薬･

持
病
薬
な
ど

⑬
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト

⑭
サ
バ
イ
バ
ル
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト

⑮
簡
易
ト
イ
レ

⑯
タ
オ
ル

⑰
ポ
リ
袋

⑱
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

⑲
ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

⑳
そ
の
他
（
現
金
・
布
製
ガ
ム
テ
ー

プ
・
油
性
マ
ジ
ッ
ク
・
筆
記
具
等
）

問
い
合
わ
せ
／
危
機
管
理
室

☎( 

82)

４
３
７
０

vol.335

62

≪リポーター≫

　▲全校で担いだお神輿

　熟練した匠の技と、その業界に尽力した人を賞す
る「技能功労章」が、次の６人の皆さんに贈られま
した。
長田　孝夫さん（建築大工・板妻区）
杉山　健

たけし

さん（寝具職・塚原区）
鈴木　要さん（紳士服仕立職・新橋区）
芹澤　泉さん（鳶

とび

職・古沢区）
永井　朗さん（調理師・森之腰区）
武藤　勇さん（建築大工・北久原区）

11/17 　技能功労章授与式 　
「
外
で
サ
ッ
カ
ー
や
ろ
う
よ
」
ぼ
く

た
ち
の
通
う
分
校
は
、
い
つ
も
こ
ん
な

元
気
い
っ
ぱ
い
明
る
い
声
が
聞
こ
え
ま

す
。
一
年
生
11
人
、
二
年
生
９
人
の
小

さ
な
学
校
だ
け
ど
、
み
ん
な
え
顔
で
す

ご
し
て
い
ま
す
。

　

分
校
の
二
年
生
は
、
六
年
生
の
よ
う

な
し
ご
と
を
し
ま
す
。
た
と
え
ば
、
は

た
上
げ
、
は
た
下
げ
、
う
さ
ぎ
の
せ
わ
、

会
の
し
会
（
け
い
画
）、
色
い
ろ
な
場

し
ょ
の
そ
う
じ
な
ど
で
す
。
大
へ
ん
だ

な
と
お
も
う
時
も
あ
る
け
ど
、
分
校
が

ぴ
か
ぴ
か
に
な
り
、
学
校
の
た
め
に
し

ご
と
が
で
き
て
う
れ
し
い
で
す
。

　

分
校
に
は
、
楽
し
い
行
事
も
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
秋
に
は
、
上
小
林
の
お

み
こ
し
を
か
つ
い
で
、
ね
り
歩
き
ま
し

た
。
ぼ
く
た
ち
が
「
わ
っ
し
ょ
い
わ
っ

し
ょ
い
」「
ピ
ー
ピ
ー
」「
デ
ン
デ
ン
、

ダ
ン
ダ
ン
」
と
に
ぎ
や
か
な
音
を
出
す

と
、
近
く
の
人
た
ち
が
見
に
来
て
く
れ

ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
お
み
こ
し
を
か
つ

ぐ
の
が
と
て
も
楽
し
い
し
、
見
に
来
て

く
れ
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

  

三
年
生
に
な
っ

た
ら
、
分
校
と
は

お
わ
か
れ
で
さ
み

し
い
け
れ
ど
、
の

こ
り
の
分
校
で
の

生
活
を
み
ん
な
で

お
も
い
出
が
で
き

る
よ
う
に
、
楽
し

く
す
ご
し
た
い
と

お
も
い
ま
す
。

高
根
小
学
校
上
小
林
分
校

　
　
　
　
　
　
　
　

御
殿
場
市
上
小
林

　
　
　
　
　 

　   

全
校
生
徒
：
20
人

    山﨑　竜
り

空
く

くん
            ２年生

　「アローハ」。私たちは文化協会主催の「初心者のた
めのフラダンス教室」の仲間で構成され、今年４年目
を迎えるサークルです。
　心地よいハワイアンメロディーで心も癒され、素足
で踊るフラは、とても健康的でシェイプアップと老化
防止になります。
　指導してくださる、武田智

と し

子
こ

先生は基本ステップか
ら古典フラの技術まで、やさしくていねいに教えてく
ださり、体全体で表現する踊りには、とても存在感が
あり、つい引き込まれてしまいます。
　これまで地域交流として、各イベントの参加や介護
施設などで踊りを披露してきました。華やかな衣装に
身をつつむと、気持ちも若返り自然と笑顔がこぼれて
きます。
　一緒に楽しむ仲間を募集しています。ぜひ一度体験
してみませんか。
　練習は、毎月第１・３・４金曜日の午前 10 時から
11 時 30 分までと、午後７時 15 分から 8 時 45 分まで、
市民交流センター「ふじざくら」で行っています。
執筆／土屋　かおる
代表／武田　智子☎ (89)1991、 ☎ 090(8132)6392

フラダンス
ケ・カイ・マル・フラサークル
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▲

市
と
社
会
福
祉
協
議
会
に
よ
る
毛
布
の
積
み
込
み

▲ 出発前に積み込まれた毛布を披露

▲

地
域
社
会
貢
献
褒
賞
を
授
与
さ
れ
た
皆
さ
ん

▲

技
能
功
労
章
を
授
与
さ
れ
た
皆
さ
ん
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指
定
ご
み
袋
引
換
券
を　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

追
加
配
布
し
ま
す

　

12
月
１
日
現
在
、
６
人
以
上
の
住
民
登

録
世
帯
で
、
指
定
ご
み
袋
が
不
足
し
て
い

る
世
帯
を
対
象
に
、
指
定
ご
み
袋
引
換
券

を
２
枚
ま
で
追
加
配
布
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
、
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
５
時
15
分
ま
で
に
、
環
境
課
☎(
83)

１
６
１
０
へ

※
毎
週
火
曜
日
午
後
５
時
15
分
か
ら
７
時

ま
で
は
、
市
民
課
で
配
布
し
ま
す
。

　

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に
対
す

　

る
特
別
給
付
金
を
支
給
し
て
い
ま
す

受
付
期
間
／
平
成
24
年
３
月
31
日

（土）
ま
で

※
請
求
書
を
お
持
ち
で
な
い
人
は
、
至
急

左
記
の
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
／
旧
ソ
連
邦
ま
た
は
モ
ン
ゴ
ル
国
の

地
域
に
お
け
る
戦
後
強
制
抑
留
者
で
、
平

成
22
年
６
月
16
日
に
日
本
国
籍
を
有
す
る

ご
存
命
の
人

問
い
合
わ
せ
／
独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念

事
業
特
別
基
金
事
業
部　

特
別
給
付
金
認

定
担
当
☎
０
５
７
０
（
０
５
９
）
２
０
４

※
Ｉ
Ｐ
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は
☎
０
３
（
５

８
６
０
）
２
７
４
８
へ
お
掛
け
く
だ
さ
い
。

※
平
日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で

に
お
掛
け
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
記
事
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、

社
会
福
祉
課
☎(

82)

４
１
３
６
へ

　

家
屋
の
取
り
壊
し
届
け
を

　

固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
に
な
っ
て
い

る
家
屋
を
、
平
成
23
年
中
に
取
り
壊
し
た

人
で
、
ま
だ
「
家
屋
取
り
壊
し
届
」
を
提

出
し
て
い
な
い
人
は
、
至
急
届
け
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
家
屋
を
取
り
壊
す
予

定
の
人
も
、
取
り
壊
し
が
終
了
し
た
ら
、

忘
れ
ず
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
登
記
さ
れ
て
い
る
家
屋
で
、「
滅

失
登
記
」
を
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ

の
届
け
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
／
課
税
課
☎(

82)

４
１
３
９

　

償
却
資
産
の
申
告

　

平
成
24
年
１
月
１
日
現
在
、
市
内
に
お

い
て
商
業
・
農
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
の

事
業
を
営
ん
で
い
る
人
や
、
駐
車
場
・
ア

パ
ー
ト
な
ど
を
貸
し
付
け
て
い
る
人
で
、

そ
の
事
業
の
た
め
に
使
用
す
る
機
械
・
工

具
・
器
具
・
備
品
・
舗
装
路
面
な
ど
を
所

有
し
て
い
る
人
、
ま
た
は
こ
れ
ら
の
償
却

資
産
を
ほ
か
の
事
業
者
に
貸
し
付
け
て
い

る
人
は
、
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
り
左
記

の
期
限
内
に
償
却
資
産
の
申
告
を
忘
れ
ず

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

提
出
期
限
間
近
に
な
る
と
混
雑
し
ま
す

の
で
、
お
早
め
に
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
12
月
19
日

（月）
を
過
ぎ
て
も
申
告

書
が
届
か
な
い
人
は
、
課
税
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

申
告
期
限
／
平
成
24
年
１
月
31
日

（火）

問
い
合
わ
せ
／
課
税
課
☎(

82)

４
１
３
９

　

文
化
協
会
関
連
事
業　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

市
美
術
協
会
展
開
催

日
時
／
平
成
24
年
１
月
２
日

（月）
～
15
日

（日）

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

※
15
日

（日）
は
正
午
ま
で

会
場
／
秩
父
宮
記
念
公
園　

休
憩
室

内
容
／
文
化
協
会
加
入
の
絵
画
団
体
会
員

に
よ
る
作
品
展
示

問
い
合
わ
せ
／
市
美
術
協
会
代
表　

佐
々

木
功
☎(

76)

２
７
９
８
ま
た
は
文
化
協

会
☎(

82)

４
５
３
３

　

防
衛
省
採
用
試
験
案
内

　

左
記
の
と
お
り
防
衛
省
採
用
試
験
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本

部
沼
津
地
域
事
務
所
☎
０
５
５
（
９
１
６
）

０
６
０
５
、
市
総
務
課
☎(
82)
４
３
２
０
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お
知
ら
せ

 

有
料
広
告

試
　
験

区分 陸上自衛隊高等工科学校生徒

応募資格 中学校卒業 ( 見込み含む ) で
17 歳未満の人

受付期間 11 月１日㈫～  平成 24 年
１月６日㈮まで

試験日 1 次…平成 24 年 1 月 14 日㈯
2 次…平成 24 年１月 28 日㈯～ 31 日㈫

※応募資格の年齢は、平成 24 年４月１日現在です。

掲載号変更のお知らせ…毎年 12 月５日号に掲載をしている「今年度予算の執行状況」、「市職員の給与・福利厚生事業
の状況」、「市職員の定員管理の状況」は、今年度は 12 月 20 日号への掲載となりました。　
問い合わせ／秘書広報課☎ (82)4127

　

「
あ
な
た
の
お
う
ち
を　
　
　
　

　
　
　
　
　

エ
コ
診
断
！
」
参
加
者

　

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
に
あ
わ
せ
た
効
果
的
な

節
電
・
省
エ
ネ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
「
う

ち
エ
コ
診
断
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
／
平
成
24
年
１
月
27
日

（金）　

午
後
１
時

～
３
時
30
分
（
診
断
時
間
は
１
人
30
分
程
度
）

会
場
／
市
役
所
分
館　

２
階
会
議
室

内
容
／
専
門
の
診
断
員
に
よ
る
、
省
エ
ネ
を

実
施
し
た
場
合
の
光
熱
費
削
減
額
等
の
解
説

募
集
人
数
／
８
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
12
月
27
日

（火）

ま
で
に
、
直
接
ま
た
は
電
話
で
、
環
境
課

☎(

83)

１
６
０
３
へ

　

市
民
活
動
団
体
交
流
会
「
市
民
活
動

　

ご
て
ん
ば
ミ
ニ
フ
ェ
ス
タ
」
参
加
団
体

日
時
／
平
成
24
年
１
月
28
日

（土）　

午
後
１

時
～
４
時

会
場
／
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
じ
ざ
く

ら
」
大
広
間

内
容
／
日
頃
の
活
動
の
成
果
発
表
・
交
流

会
を
通
し
て
、
団
体
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
広
げ
る

対
象
／
市
内
の
市
民
活
動
団
体
及
び
Ｎ
Ｐ

Ｏ
団
体

※
御
殿
場
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の

登
録
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。

参
加
料
／
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
12
月
25
日

（日）

ま
で
に
電
話
で
、
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

☎(

70)

６
８
２
０

13

　

募
　
集

　

今
、
地
球
温
暖
化
が
予
想
を
上
回
る
速

さ
で
進
み
、
地
球
規
模
で
の
気
候
変
動
が

起
こ
っ
て
い
ま
す
。
洪
水
や
干
ば
つ
な
ど

の
自
然
災
害
、
生
態
系
や
農
業
生
産
な
ど

地
球
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
は
計
り
知
れ
ま

せ
ん
。
２
０
０
５
年
に
は
「
京
都
議
定

書
」
が
発
効
し
、
日
本
は
２
０
０
８
年
か

ら
２
０
１
２
年
の
間
に
Ｃ
Ｏ

２ 

な
ど
の
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
１
９
９
０
年
に
比

べ
て
６
％
削
減
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
０
０
９
年
９
月
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
国
連
気
候
変
動
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
、

日
本
は
温
室
効
果
ガ
ス
を
２
０
２
０
年
ま

で
に
１
９
９
０
年
比
で
25
％
削
減
す
る
こ

と
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
政
府
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
の

た
め
の
対
策
と
し
て
、
オ
フ
ィ
ス
や
家
庭

な
ど
に
お
い
て
実
践
で
き
る
Ｃ
Ｏ

２ 

削
減

に
向
け
た
具
体
的
な
行
動
を
「
６
つ
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
」
と
し
て
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
25

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
25
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」　

　
　
　
　

の
６
つ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

①
エ
コ
な
生
活
ス
タ
イ
ル
を
選
択
し
よ
う

②
省
エ
ネ
製
品
を
選
択
し
よ
う

③
自
然
を
利
用
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
選
択

　

し
よ
う

④
ビ
ル
・
住
宅
の
エ
コ
化
を
選
択
し
よ
う

⑤
Ｃ
Ｏ

２ 

削
減
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を

　

応
援
し
よ
う

⑥
地
域
で
取
り
組
む
温
暖
化
防
止
活
動
に

　

参
加
し
よ
う

　

豊
か
な
未
来
を
子
ど
も
た
ち
に
引
き
継

い
で
い
く
た
め
に
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
25
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
の
６
つ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
地

球
を
変
え
、
未
来
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

　

今
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災
の
影
響
に

よ
る
電
力
不
足
を
受
け
、
夏
の
節
電
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
寒
さ
の

厳
し
い
冬
場
に
お
い
て
も
、
ウ
ォ
ー
ム
ビ

ズ
の
実
施
に
努
め
る
な
ど
節
電
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

「
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ 

～
冬
の
節
電　
　

ス
タ
イ
ル
～
」
の
５
つ
の
取
り
組
み
！

①
こ
ま
め
に
温
度
調
節
し
て
、
暖
房
時
の

　

室
温
設
定
を
20
℃
以
下
に
保
ち
、
エ
ア

　

コ
ン
の
フ
ィ
ル
タ
ー
は
定
期
的
に
掃
除

　

し
て
暖
房
効
率
を
上
げ
よ
う

②
カ
ー
テ
ン
や
断
熱
材
を
効
果
的
に
使
っ

　

て
入
り
口
や
窓
、
床
か
ら
熱
を
逃
が
さ

　

な
い
工
夫
を
し
よ
う

③
ゆ
っ
く
り
お
風
呂
に
つ

　

か
る
、
寝
る
時
は
湯
た
ん

　

ぽ
を
使
う
な
ど
、
体
の
芯

　

か
ら
あ
た
た
ま
ろ
う

④
お
腹
や
腰
な
ど
の
体
幹
、
外
気
に
ふ
れ

　

や
す
い
首
や
足
首
を
意
識
し
て
あ
た
た

　

め
よ
う

⑤
鍋
や
煮
込
み
料
理
な
ど
、
あ
た
た
か
い

　

食
事
や
飲
み
物
で
暖
を
と
ろ
う

問
い
合
わ
せ
／
環
境
課
☎(

83)

１
６
０
３

12
月
は
地
球
温
暖
化
防
止
月
間
で
す
！

技能五輪全国大会開催…12 月 17 日（土）～ 18 日（日）に技能五輪全国大会を開催します。会場は、左官・家具・CAD 等は
ツインメッセ静岡、フラワー装飾は静岡市南部体育館、造園は東静岡駅再開発地、抜き型・とび等は清水マリンパーク、電気
溶接は浜松テクノカレッジです。詳しくはお問い合わせください。　問い合わせ／県職業能力開発課☎ 054(221)2823
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し
ず
お
か
東
部
若
者
サ
ポ
ー
ト　

　

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
出
張
相
談
参
加
者

　

就
労
・
就
学
に
困
っ
て
い
る
人
に
、
安

心
し
て
「
働
く
」
「
学
ぶ
」
き
っ
か
け
を

つ
か
ん
で
も
ら
う
た
め
、
し
ず
お
か
東
部

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る

「
出
張
相
談
会
」
を
実
施
し
ま
す
。

日
時
／
12
月
21
日

（水）　

午
前
10
時
～
午
後

４
時
（
相
談
時
間
は
１
人
45
分
程
度
）

会
場
／
Ｂ
Ｅ-

Ｏ
Ｎ
Ｅ
ビ
ル
4
階
（
商
工
観
光
課
）

※
駐
車
場
は
、
別
途
ご
案
内
し
ま
す
。

対
象
／
就
労
・
就
学
に
困
っ
て
い
る
ご
本

人
・
保
護
者

参
加
料
／
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
直
接
ま
た
は

電
話
で
商
工
観
光
課
☎(

82)

４
６
２
２
へ

　

富
士
山
樹
空
の
森　
　
　
　
　
　

　

 

「
巣
箱
作
り
イ
ベ
ン
ト
」
参
加
者

日
時
／
12
月
18
日

（日）　

午
前
９
時
～
正
午

会
場
／
富
士
山
樹
空
の
森　

研
修
室

内
容
／
野
鳥
等
の
巣
箱
の
手
作
り
体
験

※
作
っ
た
巣
箱
は
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
き

ま
す
が
、
自
宅
に
巣
箱
が
取
り
付
け
ら
れ

な
い
人
は
、
樹
空
の
森
園
内
の
樹
木
に
取

り
付
け
ま
す
。

募
集
人
数
／
10
組
（
予
約
が
4
組
以
下
の

場
合
は
イ
ベ
ン
ト
中
止
）

参
加
料
／
１
組
２
、
０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
12
月
16
日

（金）

午
後
４
時
ま
で
に
、
直
接
ま
た
は
電
話
、

フ
ァ
ク
ス
で
、
富
士
山
樹
空
の
森
☎(

80)

３
７
７
６
、
℻(

80)

２
２
３
６
へ

※
フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込
む
人
は
、
住
所
・

代
表
者
氏
名
・
電
話
番
号
・
参
加
人
数
を

明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

　

富
士
山
樹
空
の
森　
　
　
　
　
　

　

  　
　
　

 

「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
委
員
」

　

平
成
23
年
４
月
27
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た

富
士
山
樹
空
の
森
で
は
、
よ
り
良
い
施
設

を
提
供
し
て
い
く
た
め
に
、
施
設
に
対
す

る
ご
意
見
や
助
言
、
施
設
評
価
を
し
て
い

た
だ
く
「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
委
員
」
を
募
集

し
ま
す
。

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
期
間
／
平
成
24
年
１
月
～

対
象
／
◎
市
内
在
住
の
人

◎
樹
空
の
森
を
既
に
ご
利
用
に
な
っ
た
人

◎
１
年
間
続
け
ら
れ
て
、
年
数
回
の
会
議

に
出
席
で
き
る
人
（
年
齢
・
性
別
不
問
）

募
集
人
数
／
若
干
名

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
樹
空
の
森

ま
た
は
樹
空
の
森
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

る
、
所
定
の
申
し
込
み
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
て
、
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
で
、
〒
４
１
２
‐
０
０
０
８　

印
野

１
３
８
０
の
15　

富
士
山
樹
空
の
森
☎

(

80)

３
７
７
６
、
℻(

80)

２
２
３
６
へ

　

「
認
知
症
の
理
解
と
対
応
講
座
」
開
催

日
時
／
平
成
24
年
１
月
28
日

（土）　

午
後
１

時
30
分
～
３
時
（
受
付
は
午
後
１
時
～
）

会
場
／
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
じ
ざ
く
ら
」

内
容
／
日
本
早
期
認
知
症
学
会
理
事
長
の

志
村
孚た

か

城き

先
生
と
、
浜
松
人
間
科
学
研
究

所
所
長
の
奥
山
恵
理
子
先
生
を
講
師
に
行

う
２
部
構
成
の
講
座

対
象
／
介
護
施
設
職
員
・
家
庭
で
介
護
し

て
い
る
人

定
員
／
70
人
（
先
着
順
）

参
加
料
／
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
12
月
12
日

（月）

か
ら
電
話
で
、
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
東
部
事
務
所
☎
０
５
５
（
９
２
９
）

９
８
２
０
へ

　

松
居
直

た
だ
し

講
演
会
開
催　
　
　
　
　

　

「
絵
本
の
ち
か
ら 

～
絵
本
は
大
人
と

　
　
　
　
　

子
供
の
共
育
の
た
め
～
」

日
時
／
12
月
18
日

（日）　

午
後
２
時
～
（
開

場
は
午
後
１
時
30
分
）

開
場
／
市
民
会
館　

小
ホ
ー
ル

内
容
／
児
童
文
学
者
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
会
長
の
松
居
直
氏
に
よ
る
講
演
会

入
場
料
／
無
料
（
有
料
託
児
サ
ー
ビ
ス
あ
り
）

問
い
合
わ
せ
／
図
書
館
☎(

82)

０
３
９
１

　

御
殿
場
吹
奏
楽
団　
　
　
　
　
　

　
　
　

第
31
回　

定
期
演
奏
会
開
催

日
時
／
12
月
23
日

（金）　

午
後
４
時
～

会
場
／
市
民
会
館　

大
ホ
ー
ル

内
容
／
野
村
宗
一
郎
氏
指
揮
に
よ
る
、
東

北
地
方
の
民
謡
に
よ
る
コ
ラ
ー
ジ
ュ
・
第

六
の
幸
福
を
も
た
ら
す
宿　

な
ど
の
演
奏

入
場
料
／
前
売
り
券
５
０
０
円
、
当
日
券

７
０
０
円
（
小
学
生
以
下
は
無
料
）

※
市
民
会
館
・
丹
沢
楽
器
御
殿
場
店
な
ど

で
販
売
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
御
殿
場
吹
奏
楽
団
☎
０
９

０
（
３
５
５
０
）
３
５
４
１

14

市
民
伝
言
版

有
料
広
告

募
　
集

イブ礼拝・コンサート開催…12 月 23 日（金） 午後６時 30 分から、御殿場教会（二枚橋）で、御殿場基督教団による
コンサート「パイプオルガンと共に」が行われます。詳しくはお問い合わせください。
問い合わせ／御殿場教会☎ (82)2869

名　称 実施日 … 対象（誕生日） 受付時間 持　ち　物
●赤ちゃんセミナー
（平成 23年９月生まれ）

６日㈮
17日㈫

…
…

１日～ 15日生まれ
16日～末日生まれ

午後１時 00分
～１時 20分 母子健康手帳

●６カ月児健康診査
（平成 23年６月生まれ）

５日㈭
18日㈬

…
…

１日～ 15日生まれ
16日～末日生まれ

午後１時 15分
～２時 00分 母子健康手帳、アンケート

●１歳６カ月児健康診査
（平成 22年６月生まれ）

10日㈫
24日㈫

…
…

１日～ 15日生まれ
16日～末日生まれ

午後１時 15分
～２時 00分 母子健康手帳、アンケート

●２歳児健康相談
（平成21年12月生まれ）
★歯みがき指導

17日㈫… 生まれた日による
区分はありません

午前９時 30分
～ 10時 30分 母子健康手帳、歯ブラシ、タオル

●３歳児健康診査
（平成20年12月生まれ）

11日㈬
25日㈬

…
…

１日～ 15日生まれ
16日～末日生まれ

午後１時 15分
～２時 00分

母子健康手帳、３歳児健康診査アン
ケート、尿

●定期予防接種（ＢＣＧ）
（平成 23年生まれ）

12日㈭
23日㈪

…
…
９月 16日～末日生まれ
10月１日～ 15日生まれ

午後１時 30分
～１時 50分

母子健康手帳、予診票
※左記の対象者の他、生後６カ月未
満の未接種者も接種できます。

　　　保健センター健康相談
※会場はいずれも保健センターです。
●乳幼児健康相談　予約不要
　乳幼児の身体測定、育児・栄養相談などに応じます。
期日／１月 30日㈪　受付時間／午前 9時 15分～ 10時 15分
※込み合いますので、０歳児は早めにお越しください。
●成人健康相談　
期日／１月 16日㈪　受付時間／午後１時 30分～ 2時 30分
内容／生活習慣病予防に関する健康・栄養相談、骨密度
測定、健診結果の見方などに保健師・栄養士が応じます。
申し込み／事前に電話または直接、健康推進課へ

　　　プレママ学級（妊婦教室）  　

日時／１月 13日㈮　午後１時 10分～３時 30分
会場／保健センター
内容／妊娠中の過ごし方、親と子の歯の健康について
（お話と歯磨き実習）
持ち物／母子健康手帳、手鏡・タオル、歯ブラシ、筆記
用具

●エイズ検査、肝炎検査　電話予約制・匿名
日時／１月５日㈭　午前９時 30分～ 11時 30分
申し込み・問い合わせ／医療健康課☎（82）1224
●精神保健福祉総合相談　電話予約制
日時／１月 23日㈪　午後１時 30分～３時 30分
内容／精神障がい者の適正医療、社会復帰・ノイローゼ
などに関する相談
申し込み・問い合わせ／福祉課☎（82）1222
●食品衛生相談
日時／毎週月曜日　午前９時～正午、午後１時～４時
問い合わせ／衛生薬務課☎（82）1223
●飼えなくなった犬・ねこ引き取り
日時／１月 19日㈭　午後１時 30分～２時
手数料／
○生後 90日を越える犬・ねこ…１頭につき 2,000 円
○生後 90日以内の犬・ねこ…１頭につき 400 円
持ち物／保険証等本人確認書類、犬の場合は愛犬手帳
問い合わせ／衛生薬務課☎ (82)1223
※会場はいずれも御殿場健康福祉センターです。

会場／保健センター　★印は、健康相談と同時に実施します。
※健診の問い合わせは、当日の午前中までに健康推進課へ

１月の健康診査・予防接種

１

15



【材料】（2合分）
市販の大豆の炒り豆（節分の豆）半カップ、米 2
合、ほうじ茶葉、酒大さじ１、しょうゆ大さじ１、
塩少々、黒ゴマ塩　

【作り方】
①米をといで、30 分くらい水につけた後、ざる
　に上げて水を切っておく。
②急須に茶葉を入れ、熱湯を注ぎ、濃い目のほう

　じ茶を作る。（入れた後の茶葉は使わない）
③炊飯器に、水を切った米、酒、しょうゆ、塩少々
　を入れ、炊飯器の２合目の水位までほうじ茶を
　入れて、ひと混ぜする。（ほうじ茶は熱くても
　構わない）
④③に大豆を加え、炊く。
⑤炊き上がったら、10 分くらい蒸らし、茶碗に
　盛って黒ゴマ塩をふる。
※このご飯は、少し冷めた方がおいしいです。

炒
い

り豆ごはん

山本　玲子さん
（印野）

　ほうじ茶で炊くと、豆が柔

らかく仕上がり、ご飯も香ば

しくなります。

　ほうじ茶は、熱湯で濃い目

に入れるのがポイントです。

Vol.358

玉木　凜ちゃん（２歳）

父・嗣
つ ぐ

己
み

さん／母・由紀さん（北畑）

　歌って踊れる玉木家のアイドル凜ちゃん♪にっ

こり笑顔がとっても Cute ！元気に育ってね。

相川　大和くん(左)（1歳2カ月）・絢音ちゃん(右)(２歳５カ月)

父・和
かず

紀
のり

さん／母・桂子さん（竃）

　笑顔いっぱいの絢音ちゃんと大和くん。パパと

ママの子供に産まれてきてくれてありがとう！
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この広報紙は、再生紙を使用しています。

障がいのある人のための、カセットテープと点字による「広報ごてんば」もあります。問い合わせ／社会福祉課☎（82）4238

11 月１日現在
（外国人登録を含む）

合　計　90,326 人（前月比＋ 56 人）　男 46,251 人　女 44,075 人
世帯数　34,994 世帯（前月比＋ 40 世帯）


